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■■ CSR 報告書について
2013 年は富士山の世界文化遺産登録決定や東京オリ
ンピックの開催決定など、うれしいニュースが続いた
半面、消費税率のアップ、光熱費の値上げと製造業に
とっては厳しい状況が続いています。そうした状況の
中、私達も活動内容をより高度化しなげればとの思い
のもと活動を続けています。
この報告書は、ユニバーサルデザインに配慮している
ため、文字も大きく、内容も簡潔にし、色使いも色覚
の違う人にも見やすいように配慮しています。内容に
ついてもっと詳しく知りたい場合は、遠慮なく当社社
員にお声かけください。
過去の報告書は当社ホームページ上でも閲覧できるよ
うにしてあります。どうぞお気軽にご意見、ご感想等
をお聞かせください。	 http://www.kinyosha.co.jp

■■対象期間
データの集計期間は、2013年4月から2014年3月です。
活動の報告に関しては、2013年4月から2014 年5月ま
でを対象としています。

■■対象範囲
活動内容に関しては株式会社金羊社及び株式会社金羊社
クリエイティブワークスの組織全体を対象としています。
環境負荷データに関しては、本社及び御殿場工場にお
ける活動を対象としています。フレキソ印刷の工場に
ついては現在データ取得体制構築中のため次回の報告
書で報告範囲に含める予定です。
株式会社金羊社クリエイティブワークスは 2014 年 4
月に東京恵比寿の事務所に移転しましたが、当報告書
のデータ集計期間中は本社に在籍していました。

■■参考にしたガイドライン
環境報告ガイドライン（2012年版）
GRI	サスティナビリティー・レポーティング・ガイド
ライン (G4)
メディア・ユニバーサルデザインガイドライン

■■発行時期
2014 年 7月
次回発行予定 2015年 7月
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社　　　　　名	 株式会社	金羊社（きんようしゃ）
代表取締役社長	 浅野	健
資　　本　　金	 １億６千７百万円
従　業　員　数	 275 人（平成 26年 4月 1日時点）
	 男性 211人　女性 64人（内パート 8人）
2013 年度総売上高	 7,509 百万円
創 立 年 月 日 	 1926 年（大正 15年）9月 30日
業　務　概　要	 オフセット印刷、フレキソ印刷、デジタル印刷、プリプレス工程全般、製本、
	 紙器加工、表面加工、クロスメディアの企画・制作サービス、オリジナル製品の企画・	
	 製造・販売、屋外広告及び POP広告の企画製造及び施工管理

きんようちゃん

本　社　　　　　　〒146ｰ8577
東京都大田区鵜の木二丁目8番4号	

TEL.03-3750-2101（代表）
FAX.03-5482-7033

 御殿場工場　〒412ｰ0047
御殿場市神場二丁目1番地
TEL.0550-89-3434（代表）

FAX.0550-89-5698

小山工場　  〒329-0202
栃木県小山市千駄塚 265
TEL./FAX. 0285-39-6220

株式会社金羊社クリエイティブワークス
〒141-0021　東京都品川区上大崎 2-3-2
TEL.03-5795-0150
FAX. 03-3447-2201

■■グループ会社

■■品質・環境方針
当社は、経営理念のもと、コミュニケーションをサポート
する業務展開の中で、お得意先の要求する品質の「真意を
理解し最善を尽くす」ことにより信頼と満足を得る品質を
提供します。また、事業活動により発生する環境への有
害な影響を低減し、「全製品」「地域・地球」「全従業員」の	
安全と安心に配慮し企業の社会的責任をはたします。
	
１）顧客満足向上のため、お得意先が求めるコミュニケー
ションのサポートを最優先に考え、品質・環境の要求事
項に沿うべくマネジメントシステムを構築し、定期的に
内部監査・マネジメントレビューを実施することにより、
その有効性を継続的に改善します。

２）当社は、事業活動における環境への影響を認識し、
環境負荷低減に向け次に代表される項目を考慮した継
続的な改善活動を行います。

ａ）品質不適合による無駄な廃棄物発生やエネルギー使用の撲滅
ｂ）省エネルギー・省資源
ｃ）廃棄物の削減、再使用、リサイクル推進
ｄ）有害化学物質の使用削減
ｅ）環境配慮型製品の開発、提供

３）提供する製品及びサービスが安心してお使いいただ
けるよう、適用される法規制、条例、ステークホルダー
の要求を遵守すると共に、必要に応じ自主規制基準を
設け、地域・地球の汚染予防をはかります。

４）この方針に沿って品質目標、環境目的・目標を設
定し、実行し、定期的にその達成度を評価します。

５）社員教育、社内広報活動を通じすべての社員の見識、
マナー、技能の向上を図ると共に、一人ひとりが社会
の一員として責任をもって品質保証活動・環境保全活
動を遂行できるよう、啓発と支援を行います。
2009年 4月 1日

会
社
概
要
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今回も、環境に係る活動に留まらず、広く当社が社会の一員
として日頃から実践しております諸活動をCSR報告書として
纏めました。
当社は、長年オフセット印刷を手がけ、音楽映像マーケットを
中心に事業展開を行ってまいりましたが、音楽映像マーケッ
トはノンパッケージ化が進行し、成熟期にあることは、否定
できない現実であります。そこで、音楽映像マーケットのシェ
アを拡大しながら、新規分野に挑戦していく必要性を考えま
した。その際のキーワードが、「環境配慮」、「安全・安心の提供」
であり、新規分野の一つとして、現在水性インキを使用した
フレキソ印刷をトリガーにした軟包装関連事業へ挑戦してお
ります。
水性インキは有機溶剤を限りなくゼロに近づけた、水を主成
分とするインキで、大気汚染物質であるVOC（揮発性有機化
合物）をほとんど発生しません。その為、印刷物に溶剤が残っ
たり、臭いも発生しません。また、フレキソ印刷は、紙、フィ
ルムなど多彩で広範囲の印刷媒体に適応可能な印刷方法です。
このような観点から、当社は、水性フレキソ印刷を、次世代
のパッケージ印刷システムの主軸と捉え、強力に推進してい
く所存です。
当社は、今後とも印刷を通じて社会に貢献して参ります。
引き続き、皆様のご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

株式会社	金羊社
代表取締役社長

経営
理念

いかなる時も社会とマーケットから信頼され、
誇りと創意と感謝に溢れた人間集団であり続けたい
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事
業
体
制

基本方針（要約）
1. 環境変化に対応できる企業風土
2. 全社員参加型経営の実践
3. 主力マーケット分野の強化
4. 新規マーケット分野の強化
5. 自ら考え、自ら計画し、自ら実行し、振り返り、
　修正ができる人間集団

重点課題（要約）
1. 保有する経営資源の相乗効果発揮と最大活用
2. 各事業の強みを活かした方向へベクトルを合わせる
3. 継続的な技術革新と新たな成長分野の探索
4. 他社連携・連合体制構築の推進
5. 各事業の自立的推進

さらに具体的な行動計画を各部門で立て、目標達成のた
めに、その進捗状況を定期的にレビューしています。行
動計画は「マイプラン」として各個人の計画にまで落と
し込み、目標達成を推進しています。
組織体制も大きく変化させており、事業推進部の新設に
よる新規事業の推進、フレキシブルパッケージング事業
の強化による環境にやさしい水性フレキソ印刷のさらな
る推進など、既存事業領域を強化しつつもあらゆる変化
に対応できる体制を構築しています。

廣済堂様と資本業務提携
2013年7月に当社は、株式会社廣済堂様（一部上場）と	
資本業務提携をいたしました。
両社は、共に印刷事業を主軸としておりますが、重複す
る事業領域が少なく、両者の強みを活かしつつ協力関係
を強化することにより、高いシナジー効果が期待できる
と考えました。これまで以上に企業価値向上と、お客様
へのサービス向上につながると考えております。

ヴァリューアップ2015
当 社 で は 3 年 ご と に 重 要 課 題 と 3 年 後 の ビ ジ ョ ン を
明 確 に す べ く 、 中 期 経 営 計 画 を 策 定 し て い ま す 。
2 0 1 2 年 に は 、 近 年 の 大 き な 環 境 変 化 に 対 応 す べ
く、 題 名 を「 ヴ ァ リュー アップ 2 0 1 5 」とし た 中 期
経 営 計 画 を 策 定しまし た 。

■■取得している認証
（以下取得範囲は本社と御殿場工場）

ISO14001	（環境管理）
ISO27001	（情報セキュリティ）
ISO12647	（工程管理の国際規格）
FSC®	COC認証	（森林認証）
JAPAN	COLOR認証制度	
（標準印刷認証、マッチング認証、プルーフ運用認証）

重
点
課
題
と
ビ
ジ
ョ
ン
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法規制等順守のため、社内規程文書を整え、
社員のコンプライアンスへの啓蒙を図ってい
ます。相談窓口として社外の社会保険労務士
とも契約しており、意見を聞きながら随時見
直しを行っています。また管理職者を対象と
した勉強会も実施しています。
安全衛生面に関しては、安全衛生委員会を組
織し毎月社内巡回と会議を行っています。
環境関連の法規制等に関しては、半年毎に
法規制等の改正状況を調査するとともに、
チェックリストを作成し、法規制の順守状況
を各部署と管理部門とでのダブルチェックを
行っています。

品質、環境、情報セキュリティに関するコン
プライアンスに関しては、定期監視を行うと
ともに、年一回の内部監査により確認を行っ
ています。
製品安全に関しては、用紙、インキ等の材料
について、メーカーよりMSDS や不使用証
明等を取り寄せて把握し、化学物質の各種規
制に対応していることを確認しています。
以上の確認により重大な違反は発生していま
せん。

当社では定期的に取締役会を開催して経営上の重要な意思決定を行っ
ています。あわせてグループ会社を含めた業務遂行上の意思決定機関
として経営会議を定期的に開催しています。

コンプライアンス

株主総会

取締役会 監査役

代表取締役社長

経営会議

社長室

担当役員

各部署・グループ会社

内部監査員

選任・解任 選任・解任
監査

選任・解任 連携

選任・解任

監督

監督

総務部、営業部、事業推進部、製版部、生産管理部
購買部、フレキシブルパッケージング事業部
デジタルワークス、御殿場工場
株式会社金羊社クリエイティブワークス
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事
業
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制

全印工連CSR 認定を取得

当社は、2003 年 1 月に環境マネジメントシステムの
国際規格 ISO14001 の認証を取得しました。それから
10年以上にわたって環境管理体制を維持し続けている
ため、2013 年 7 月に、審査機関である一般財団法人	
日本規格協会様より、マネジメントシステム永年登録表
彰を授かりました。
認証の取得当初は、環境負荷の低減ということに対して
手探り状態で、ゴミと電気を減らすという簡単な活動
から始めました。地球温暖化も深刻化している現在は、
活動も幅を広げ、環境配慮型製品の開発や化学物質の影

響低減などにも取り組んでいます。早い段階で環境に対
する社員の意識を向上してきたことが、環境優良工場表
彰の経済産業大臣賞獲得につながるなど、良い効果を
生み出しています。今後も、さらなる課題解決に向け
ISO14001 の認証を維持してまいります。

ISO14001 永年登録表彰

2013年 6月に、全日本印刷工業組合連合会
が新しく始めた認定制度「CSR 認定」の認定
を取得しました。取得番号は00001番です。
2013 年 4月に開始したばかりの制度で、今
はワンスター認定のみを行っていますが、将
来的にはツースター、スリースターというよ
り基準の厳しいステージを設定して認定して

いく予定です。当社も、スリースターの認定
取得を目指して、活動
の高度化を目指してい
きたいと考えています。

マネジメントレビュー

環境管理責任者

内部監査員

代表取締役社長

各部門・関連会社

ISO事務局

環境委員会（各部代表） 監査

選任監査報告

関連会社

監視・
測定報告

環境管理体制

いただいた表彰状

賞状授与
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事業活動による環境負荷の把握
金羊社 で は 環 境 影 響 低 減 に 取 り 組 む た め に 、 使 用 し た り 排 出 す る 材 料 、
エ ネ ル ギ ー 等 の デ ー タ を 詳 細 に 調 べ て い ま す 。
本 社 と 御 殿 場 工 場 を 集 計 し た 数 値 を 掲 載 し ま す 。

本 溶剤等 1.4t

G 溶剤等 21.7t

本 製版フィルム 1,364 ㎡

本 インキ 0.1t

G インキ 45.4t

G

ストレッチフィルム 1,320kg

本

ストレッチフィルム 540kg

G 用紙 4,813t

G 刷版（アルミ） 67.3t
本 CO2 485t-CO2

本 下水 2,489 ㎥

本 廃フィルム ４.4t

本 廃油・廃液 1.8t

本 廃インキ 0.1t

本 紙類 75.2t

本 廃プラ、金属、木くず等 18.4t

本 電気 868,392kwh

本 太陽光発電 7,911kwh

本 ガソリン 12,452ℓ

本 水 2,498 ㎥

本

本

PPC用紙 1,448 千枚

G CO2 2,904t-CO2

G 廃油（工程廃液） 48.8t

G 廃油（洗油） 3.6t

G 廃液 9.0t

G 廃インキ 4.9t

G 紙類 1,816t

G 廃刷版 69.8t

G 廃プラ、金属、木くず等

御殿場工場本　社

41.2t

G 電気 5,377,342kwh

G 太陽光発電 22,533kwh

G 重油 27,500ℓ

G 水 7,179 ㎥

G PPC用紙 453千枚

G

G

ガソリン 2,810ℓ

INPUT OUTPUT工　程

 原材料調達

受注活動
製　版

デジタル印刷

 出　荷

CTP出力
オフセット印刷

加　工
検　査
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方　針  項　目  サイト  目　標  2013年度結果　 自己評価  コメント 2014年度目標

二酸化炭素
排出削減

電力の排出係数が上がっている
ことと、夏の猛暑により
電力使用量が増加。

CO2排出量削減 合計 2,932t 3,389t 3,340t×

再生産件数の低減 合計 141件以下 149件 ×

×
省エネルギー

再生産低減

エアコンとデジタル印刷での電力使用
電力使用量削減
（2009年度比）

エネルギー使用量（原単位）
（ガソリン除く）

H

G

860,000kwh

5,200,000kwh

868,392kwh

5,377,342kwh

テレビ会議システムの活用ガソリン使用量削減
（2009年度16,070ℓ） H 15,000ℓ 12,452ℓ ○

温暖化の影響

大きく減ったが目標にとどかず、
さらなる努力が必要

重油使用量削減
（2009年度42,500ℓ） G 28,000ℓ 27,500ℓ ○

現状維持有機溶剤第一～三種、毒・
劇物を含む材料の使用削減

有機溶剤第一～三種、毒・
劇物を含む材料の使用削減

H 有機則該当品使用なし
劇・毒物該当品使用なし 使用なし ○

油性印刷機がなくなり該当有機溶剤を
減らすことができたG 使用1種類 使用1種類 ○

フィルム出力は減少したが
設備老朽化による非効率化か

PRTR法第一種指定化学物質を
含む材料の使用削減

PRTR法第一種指定化学物質を
含む材料の使用削減

H 23ℓ 25.9ℓ ○

1種類を維持するG 使用1種類 使用1種類 ○

静電気防止剤で使用。
めったに使用しないが使用せざるを
得ないときもあり

VOC発生の抑制 G VOC発生物質
１ℓ以下 ゼロℓ ○

廃棄物削減

デジタル印刷が増え
本社からの古紙や廃プラも増えた

廃棄物排出量削減（有価除く）
（2009年度91,757kg） H 75,000kg 100,359kg ×

生産力増強のため廃棄物の増加を
想定したが、抑えることができた

廃棄物排出量削減（有価除く）
（2009年度324,097kg） G 310,000kg 275,584kg ○

環境配慮型
製品の開発、
提供

環境配慮の基準を広げた
環境配慮型企画提案のうち
採用件数 H ９件 24件 ○

よく健闘しました。環境配慮型企画提案の件数割合 H 65％ 70％ ○

分母を明確にした。種類も増やせた。事務用品の環境配慮 H 19/30種類 19/77種類 ○

化学物質の
使用削減

■自己評価の意味　○＝よくできた　△＝もう少し努力が必要です　×＝改善を要します　■サイト　H＝本社サイト　G＝御殿場サイト

電力使用量の増加合計 0.193 0.212 0.196

861,000kwh

5,284,000kwh

13,000ℓ

28,000ℓ

140件以下

75,987kg

300,000kg

使用なし

使用1種類

23ℓ

使用1種類

１ℓ

25件

70％

21/77種類

×

×
印刷機の電力が減少したがエアコンの
電力が増加

環境活動の計画と実績
2 0 1 3 年 度 の 環 境 目 標 と 実 績 、 そ し て 2 0 1 4 年 度 の 目 標 で す 。



環境に配慮したオリジナル製品の開発
私たち は 常 に 環 境 に 配 慮 し た 製 品 の 提 供 に 取 り 組 ん で い ま す 。
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「DAN-Style」
全て段ボール素材のパッ
ケージシリーズです。ディ
スク 1 枚用の Single、2
枚用の Twin、多枚数用の
Stack と単体 Tray の 4 種
類あり、クラフト感の暖かな風合いを大切にしています。

「ポルタ」ギフトパッケージをイメージし、ディ
スクだけではない様々なメ
ディアにも対応出来る紙製
パッケージシリーズです。

「ピットレイ」シンプルでスリ
ムな形の紙製パッケージです。サ
イズや形は様々なバリエーショ
ンをご提案出来ます。

「ディスク丸」丸型の
不織布ケースです。ディ
スクの形に添った円形
は、スマートなだけで
なく、従来の四角やＵ
字形不織布にありがち
な角余りを無くしました。パッケー
ジとの組み合わせに適したタイプ
と、単体での使用も可能なタイプ
があります。

「水性フレキソパッケージ」
グラビア方式の印刷に比べ、VOCの発生が少ない
水性フレキソ印刷による食品パッケージ。
細かい絵柄の再現性も良く商品の魅力を引き立てます。

「POPMANBOO」
元々リサイクル可能なポ
リプロピレンを原料と
して製造しているトー
ルケースですが、機能は変えずに製品重量を
従来品より 25%(19g) 軽くし、CO2排出量も
25%(50.6g) 削減しました。

「パレット」多枚数のディスクをコンパクトに収
納出来、コストパフォーマンスにも優れた紙製の
パッケージです。ディスクホールド部分の形も自
由にアレンジ
することが出
来るようデザ
イン性も考慮
しています。
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「水性フレキソパッケージ」
グラビア方式の印刷に比べ、VOCの発生が少ない
水性フレキソ印刷による食品パッケージ。
細かい絵柄の再現性も良く商品の魅力を引き立てます。
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「モクボックス」木屑を 集めて固めた素材を使用し
た木製パッケージです。紙とは違った価値を提供しな
がら、森林資源保護にも貢献しています。

「マプカトレイ」
紙には再生出来ない古紙やシュレッダー
紙を利用して作ったトレイです。ディス
ク下部分をくり抜いたデザインにより原
料の使用量も削減しています。

その他
「紙ジャケット」「エコジャケ」「シンプリー」「スライディー」等、
多彩な紙製パッケージのバリエーションを用意しています。

「ツイントレイ」
1 枚のトレイ上に 2枚のディスクをセット
出来るようにした製品です。従来、トレイ
はディスクの枚数分必要でしたが「ツイン
トレイ」は半分の枚数でパッケージが作れ
るので原料の削減とパッケージのスリム化
に繋がっています。

上左右：シンプリー
上中：ディスクラム

下：スライディー

右：エコジャケ
左：紙ジャケ
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デジタル印刷を使用した製品

「バッジ」
家族やペットの写真のバッジをカバンにつけて
持ち歩こう！

「キャンバス」
素敵な部屋にアクセントを！
気軽に飾れるアートキャンバスです。

「ケース」
オリジナルのデザインが
スマートフォンケースにもできます。

「ブック」
あなただけの素敵な思い出、
大切な時間がつまった写真集。

近 年 急 速 に 広 が り を 見 せ て い る デ ジ タ ル 印 刷 機 は 、 オ フ セ ット 印 刷 機 の よ う に 大 量 生
産 に は 向 き ま せ ん が 、小 部 数 の 印 刷 で は 、刷 版 、用 紙 予 備 、使 用 エ ネ ル ギ ー な ど が 大 幅
に 削 減 で き ま す。当 社 で も デ ジ タ ル 印 刷 の 利 点 を 生 か し た 製 品 を 多 く 開 発 し て い ま す 。
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「PRINT PLUS WALL」
陶板に変わる内装用プリントタイルです。特に壁面タイルとしての用途が増えています。
陶板であるがゆえに従来からあった、色調が統一できない。繊細な色の表現ができない。
在庫管理にコストがかかる。再生産に時間が掛かる。等の問題は全て解決した製品になっています。

「ゆかプリ」
陶板やシートに変わる表現と低価格を実現した新しい路面向けサインボードです。
自由度の高い表現性、高い耐久性を併せ持ち、小ロット生産も可能であることから高いニーズを獲ています。
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紙
を
使
用
し
た
い

安 心 し て 使 用 で き る 紙 を
お 客 様 に お 届 け し た い 。
私 た ち は そ う 願 っ て い ま す 。

森林認証紙の使用
日本の木材の自給率は約 27％しかあり
ません。（林野庁「木材需給表」より）
約 73％を輸入材に頼っています。とこ
ろが海外では違法伐採や生態系の破壊を考慮しない無計
画な伐採が問題となっています。私たちは知らず知らず
のうちに違法伐採された木材から作られた紙を使用して
いるかもしれないのです。
森林認証紙を使用することにより、世界の違法伐採を防
ぐとともに、森林破壊を防ぎ生物多様性にも配慮するこ
とができます。
FSC®	に代表される森林認証制度は、森林の適切な管理
（FM認証）から木材の流通の管理（COC認証）まで一
貫して識別を行うことを要求しており、この要求にこた
えられる企業だけが、認証製品を扱うことができます。
当社は、2005年に FSC	COC認証を取得し、お客様に
FSC認証紙の使用をお勧めしています。

再生紙の使用
日本では古くから新聞・雑誌・ダンボールなどの用途で
古紙が多く利用されていますが、この分野での古紙の利
用は既に飽和状態に近く、印刷・情報用紙などでの古紙
利用率の向上が課題となっています。
再生紙は、古紙の再生処理に多くの薬品や燃料を使用す
ることから、バージンパルプから紙を製造するよりも二
酸化炭素排出量が多くなりますが、古紙を積極的に利用
しないと、いくら植林しても森林資源が枯渇してしまい
ます。より多くの古紙が印刷用紙に再利用されるようにし
ていきたいと考えています。

植林
当社が会員となって
いるNPO法人クリー
ン・プリントでは、岩
手県岩泉町が行ってい
る森林保護活動を支援
するため、町側と助成
協定を結び町有林２ヘ
クタールに資金助成と植林や樹木の育成に必要な作業
に携わることにし、この 2ヘクタールの土地に「クリー
ン・プリント	絆の森」と名付けました。2010 年 5月
には植林作業を行ない、300 本以上のトチの苗を植え
ました。

年間生産量
10,890千トン

古紙利用率
95％

古紙利用率
43％

年間生産量
15,067千トン

板 野分紙野分紙

紙の分野別古紙利用率（2012年）

※経済産業省：紙・印刷製品統計より

用紙の自動倉庫

絆の森の下草刈りに集合
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リサイクル適性を
良くしたい

印刷用紙への古紙の利用を推進するために、国は一般消
費者が分別して捨てる際に、印刷物のリサイクル適性の
判断がつくように、リサイクル適性マークの表示を始め
ました。また日本印刷産業連合会では「リサイクル対応
型印刷物製作ガイドライン」を配布しリサイクル対応型
印刷物の普及を推進しています。

リサイクル適性
リサイクル適性を高めるには使用資材を決定する段階
で、適性を考慮したものを選ぶことが重要です。古紙リ
サイクル協議会では、様々なテストにより判定した、印
刷資材のリサイクル適性をわかりやすく表にした『印刷
物資材「古紙リサイクル適性ランクリスト」』を発行し
ています。これらを参考にして、できるだけリサイクル
適性のよい資材を選ぶことが必要です。
リストでは資材のリサイクル適性をA～Dの４段階で
ランクを付けており、このうちAと Bの資材しか紙の
リサイクルには適していないことを示しています。

ランクAだけの資材で作られた印刷物には「リサイク
ル適性 」のマークが入れられます。ランクＡとランク
Ｂの資材が混ざっているものには「リサイクル適性 」
がつけられます。

グリーン購入基準
当社ではグリーン購入基準を定め、環境負荷の少ない製
品の購入を推進しています。
基準は、用紙、インキ、溶剤、加工材料、文房具、設備・
機械の各項目に分け、努力項目と必須項目に分けて指定
しています。

サプライチェーン
グリーン購入基準のうち、化学物質に関連する項目に関
しては、協力会社様各社に対し、依頼文書を配布し有害
化学物質を使用しないよう依頼をしています。2014年
には、工程で使用している有機溶剤の管理状態について、
70社様に対しアンケート調査を行い、管理状況を把握
するとともに管理体制の強化を推奨しています。
工程を委託する協力会社様とは、年に数回品質会議や製
造の立会いを行い、コミュニケーションを図り間違いの
ない製品作りを推進しています。

業績報告会
多くの協力会社様を招いて年に一回七夕の時期に、業績
報告会を開催し、当社の事業方針などを毎年説明すると
ともに、親睦を図り、円滑なサプライチェーンの創出を
図っています。

Ａランク 
紙向け　：○ 
板紙向け：○ 

紙、板紙へのリサイクルにおいて 
阻害にならない 

Ｂランク 
紙向け　：× 
板紙向け：○ 

紙へのリサイクルには阻害となる 
が、板紙へのリサイクルには阻害 
とならない 

Ａ型 

ＡＢ型 

まるごと紙に 
リサイクル可能 

まるごと板紙に 
リサイクル可能 

業績報告会の様子

グリーン購入の推進
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安
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NL 規制と食品衛生
印刷インキ工業連合会が、インキの自主規格として定め
た規制として、NL（Negative	List）規制があります。
現行の食品衛生法では、印刷インキについての規格がな
いため、包装される食品の安全性や衛生性を保つために、
印刷インキ業界の自主規制として 1973 年に制定した
ものです。印刷物の様々な用途を考慮し、この規制は食
品用途に限らず、一般的な印刷インキ全てに適用されて
います。
NL規制に基づいたインキであっても、インキが直接食
品に触れることは食品衛
生法で禁止されています。
容器包装の外側へ印刷し
たり、インキをフィルムで
サンドイッチする構成等
にして、印刷インキが直
接食品に接触しないよう
な容器包装にすることが必要です。（食品に触れるインキ
は可食性インキを使用し、食品添加剤で構成されます。）

RoHS 指令への適合
EU（欧州連合）では電気機器に含まれる有害物質の使
用を制限し、条件を満たさない製品の販売を規制する
RoHS 指令が 2006 年 7 月に発効されました。規制対
象は電気機器に付属するマニュアル類や梱包材にも及ぶ
ことから、印刷インキ工業連合会ではNL規制を 2006
年 5月に改訂し、従来の規制対象物質に加え、RoHS 指
令にも対応しました。（従前より PBB、PBDE は印刷イ
ンキの原材料として使用されていません）また、毎年規
制対象物の見直しも行っています。

臭気対策
インキは乾燥してしまうとほとんど臭いは感じられませ
んが、印刷したての状態では若干の臭いが感じられま
す。UVインキではオゾン臭が感じられるため、当社御
殿場工場では、臭気を排気装置で屋根上ににがし、拡散
して臭気が周囲に迷惑をおよぼさないように配慮してい
ます。また印刷方式に変更がある場合は臭気測定をして、
基準値内かどうか確認するようにしています。

イ ン キ は 紙 と と も に
直 接 手 に 触 れ る も の で す の で 、 材 料 と な る 化 学 物 質 に も
気 を 配 ら な け れ ば な り ま せ ん 。

インキ缶ラベルの NL マーク
臭気測定の様子

インキ倉庫
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空気を汚したくない

インキからは揮発する物質があり、空気を汚す原因とな
る場合があります。これをVOC（揮発性有機化合物）
といいます。主に石油系の溶剤から揮発する物質で、空
気中に揮発すると、光化学スモッグの原因物質となった
り、呼吸器系に悪影響を及ぼしたりします。シックハウ
ス症候群もVOCによる症状の一つです。

インキの VOC
インキもタイプにより様々な種類があります。油性、
UV、水性などが代表的です。
油性インキは、油分が揮発することにより乾燥するタイ
プで、油分を約 50％程度含んでいます。そのうち乾燥
のため揮発する部分の油を植物由来の油にした植物油イ
ンキが主流となっています。しかし残りの部分は石油系
の油が使用されています。当社では環境に配慮し、御殿
場工場での油性インキの使用をなくしました。

UVインキは、紫外線の照射により硬化するタイプのた
めVOCを発生しません。インキの成分としては油も含
んでいますが、揮発する部分ではないため、VOCの発
生はありません。
水性インキは、油分を含まず溶媒に水を使用しているた
め、VOCの発生が少なくてすみます。また印刷機の洗
浄にも強い溶剤が必要なく、環境にやさしいといえます。

溶剤からの VOC 発生抑制
印刷機の洗浄などで有機溶剤を使用しますが、VOCを
発生する物質を含むものもあります。そのため、溶剤等
の取り扱いには注意を払い、使用時以外はフタをして揮
発を防ぐなどの対策をしています。また洗浄剤の入れ物
として揮発を防ぐ容器（プランジャー缶）も使用してい
ます。

大 気 汚 染 物 質 と し て 近 年 注 目 さ れ る よ う に な っ た V O C 。
空 気 を 汚 さ な い 製 品 を お 届 け す る の も 私 た ち の 役 目 だ と
考 え て い ま す 。

プランジャー缶

インキ缶ラベルの植物油使用マーク

印刷機のインキ供給装置

フタ付廃棄容器

■一般的なインキ成分比較イメージ
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進

水性フレキソ印刷
水性フレキソ印刷の専門工場として栃木県小山市に工場
開設後、1年 6ヶ月が経過し、フレキシブルパッケー
ジング事業部として、昨年の下期以降テスト案件も含め
て、引き合い件数が倍増しました。その先兵役になった
のが、マルエツ様及びヤオコー食品様の PBブランド菓
子包装袋（写真参照）です。この商品は、２月おつまみ
セレクション 35アイテム、3月味好百菓 62アイテム、
4月おやつの国 60 アイテム、トータル 155 アイテム
を受注しています。これだけの物量を短納期でこなした
ことは、他社でも事例がなく、お客様からも高評価をい
ただいています。事業を始めて間もない私たちには、か
なりの自信になりました。また色々な面で課題にも直面
しましたが、確実に一歩一歩前進し、学ぶことができま
した。
その他、水性フレキソ印刷ならではの優位性がある案件
で、現在多数の開発案件の引き合いが浮上しています。
（昨年度新規取引開始会社 34社）主な実績事例として、
住友スリーエム様日本及び米国マスキングテープ印刷、
養生シート印刷、不織布印刷、旭化成タイベック印刷、
製パン袋印刷、輸入コーヒー販売チェーン店舗紙袋、化
粧品店舗紙袋印刷他・・・・
その他には、現在、東京都の新製品、新技術開発助成金
を活用させていただき、大手飲料メーカー 3社様との
接点により、シュリンクフィルム、食品トレーへの水性
フレキソ印刷化にチャレンジしています。

自 信 の 源 は お 客 様 の 好 評 価 。
タ イ ト な 要 求 に も 応 え ら れ る
体 制 作 り で 、 取 引 先 拡 大 中 。

水性フレキソ印刷機
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印刷機のUV 化、LED 化

新しい印刷機の導入
御殿場工場では 2013 年 8月に、老朽化していたオフ
セット印刷機 3台を搬出し、かわりに新しい印刷機を
2台導入しました。これにより御殿場工場から油性の印
刷機がなくなり、全てUV印刷機になりました。
油性の印刷機がなくなったことで、それに使用していた
有機溶剤も使用する必要がなくなり、印刷の工程からは
労働安全衛生法の有機則 1～ 3種に該当する溶剤が全
てなくなりました。

ハイブリット UV
新しく導入した 1台はハイブリットUV方式を採用す
る両面印刷機です。ハイブリットUVとは、特定の波
長を抑えたUV光源ランプを利用する方式で、通常の
UVランプに比べて、熱やガスの発生もありません。こ
のため省電力であるということはもちろん、空調への負
荷が少ない、大気を汚染しない、従来必要だった排気装
置が必要ないというメリットがあります。

LED-UV
もう一台は 2色の両面印刷機で、UV印刷機ですがUV
ランプをLED照明に切り替えた印刷機です。ハイブリッ
トUVに比べてさらに消費電力を抑えることができま
す。熱の発生やガスの発生もなく、薄紙や渇きの悪い紙
などに威力を発揮することが期待されます。

ク リ ー ン で 省 エ ネ ル ギ ー が こ れ か ら の 印 刷 機 の ト レ ン ド 。
進 化 は ま だ ま だ 止 ま り ま せ ん 。
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地下重油タンクとボイラー

当 社 は 、 省 エ ネ ル ギ ー 法 の 特 定 事 業 者 に 該 当 す る こ と も あ り 、
様 々 な 工 夫 を し て エ ネ ル ギ ー 使 用 量 を 低 減 し て い ま す 。

電力使用量の監視
2009 年に御殿場工場で、2010 年には本社でも
「Ecology	&	Economy プロジェクト」（通称エコエコ
プロジェクト）を実施し電力使用量を大幅に削減するこ
とに成功しました。このプロジェクトは、各所に取り付
けた電力使用量計測器と温・湿度計のデータをもとに省
エネ対策を進めました。

高感度 UV インキの採用
UVインキは紫外線を照射することにより硬化します。
この電力を削減するために、2010年より従来よりも少
ない紫外線で硬化するインキを採用しています。

集中端末による制御
本社ビルでは、照明、空調など集中端末により制御可能
で、電源のオン・オフや温度設定などスケジューリング
によるきめ細かな運転が可能となっています。

自動倉庫
御殿場工場にはラック数 420 の自動倉庫があります。
物を探す手間や空き場所を探す手間がなく、最短距離で
荷物を移動させてくれるため、省エネにも大きく貢献し
ています。

コンプレッサーの集中管理
御殿場工場では、工場全体のコンプレッサーを集中的に
管理しています。さらに設備の稼働状況に合わせて１台
を停止させるなど、細かな制御も行って省エネにつとめ
ています。

ガソリンの削減
営業などで使用する自動車でガソリンを使用します。自
動車は台数を削減したりハイブリッドカーへの切り替え
を推進しています。

重油の削減
御殿場工場ではボイラーで A重油を使用しています。
フロアの温度を一定に保つためにクーラーで冷やした空
気を再度暖めるという動作をしています。この無駄を極
力なくすために、空調の外気取り入れを調整し暑い時期
には外気だけでまかなうようにし、重油の使用量を抑え
ています。

コンプレッサー配管

本社集中制御端末
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工程をスピーディーに、確実に

お問合せ先：株式会社　金羊社
TEL : 03-3750-1516 ／ FAX : 03-3750-2284

e-mail : oem-jimukyoku@kinyosha.co.jp

印 刷 物 を 量 産 す る 前 準 備 段 階 で
の 色 調 合 わ せ 作 業 は 短 い 時 間 で 、
か つ 少 な い 紙 で 完 了 す る こ と が
理 想 で す 。 機 械 の 状 態 や 色 調 を
数 値 で 表 し 、 色 調 合 わ せ を 早 く
確 実 に 行 お う と い う 取 り 組 み が
活 発 化 し て い ま す 。

ISO12647
2008 年 4 月 に 印 刷 会
社としては国内で初めて
ISO12647-2 を取得しま
した。これは用紙の種類、
プロセスカラーベタ部の基
準、許容誤差、ドットゲイ
ン量などのプロセスコントロールのための目標規格値を
定めたものです。この認証により、海外でも印刷品質を
証明することができます。

JAPAN COLOR
御殿場工場は 2010年 3月に Japan	Color 認証制度の
「標準印刷認証」を取得し、さらに 2012 年 1月には上
位認証となる「マッチング認証」も取得しました。続い
て本社では、デジタル印刷部門が2013年1月に「プルー
フ運用認証」を取得しました。
こちらは「枚葉印刷用ジャパンカラー 2007」をターゲッ
トとした制度です。

NPO 法人印刷 OEM 研究会
2001 年にスタートした印刷OEM研究会では、印刷品
質に影響を及ぼす基本「ミニマムスタンダード」を提唱
し、三点グレーの測定値と基準となるマンセル値との色
差を L*a*b* 表色系で見やすくチャート化した「QC鳥
瞰図」を開発するなどの活動を行っています。現在は、

印刷環境の条件を数値化し標準化を目指す研究と普及活
動に取組んでいます。

機長認定
印刷オペレターとしての必要な知識と技術を習得し、機
長として責任感を持って作業が出来るか否かの試験を行
い、合格すれば機長としての認定が受けられます。
新しい機長を常に輩出し工場内の活性化を図っています。

技能コンテスト
技能コンテストを通して作業段取りの標準化を進めてい
ます。
印刷前準備・見当色調合わせ・印刷中・印刷後において
の手順とルールが守られているかを厳正なる立ち合いの
下、審査を行います。
事故を防ぐための手順とルールでもあるため、コンテス
トを積極的に活用しています。また、一人ひとりの意識
の向上を図り、品質向上、生産性向上に繋げます。

数値による色調管理

Japan Color プルーフ認証

コンテストの様子
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グリーン電力を
利用しませんか

できる だ け 工 程 は 少 な い ほ う が
使 用 す る エ ネ ル ギ ー も 資 源 も
少 な く て 済 み ま す 。
時 代 の 変 化 に 合 わ せ て 工 程 も
変 化 さ せ て い ま す 。

CTP
印刷版の作成も現在では、フィルムレスのCTP が主流
となっています。当社でも東京からデータを御殿場に電
送し、無人で刷版を出力しています。フィルムからの刷
版作成装置は 2009年に全て使用を廃止しました。

校正の簡易化
本紙に試し刷りをする色校正の工程もDDCP などの簡
易校正による代替が進んでいます。DDCP の色調再現
は良く、特殊な用紙を使用しない物件であれば簡易校正
でも十分です。お客様と連係した色調管理体制を築くこ
とにより簡易校正の利用向上を推進しています。

デジタル印刷
デジタル印刷は、方式が家庭用プリンターに近く、オフ
セット印刷に比べ刷版が必要なく、また色調の安定が早
いため損紙の発生が少ないなど大幅に資源の削減ができ
ます。構造的に大量生産には向きませんので、大ロット
にはオフセット、小ロットにはデジタル印刷と使い分け
ることにより、大きな効果が期待できます。

当社では、本社と御殿場工場で合わせて 30kw分の太
陽光発電装置を設置しています。太陽光発電は「電力」
の他に、自然エネルギーにより発電したという「環境付
加価値」も生み出しています。「電力」は自社内で消費
していますが、「環境付加価値」はエナジーグリーン社
様を通じ、グリーン電力証書システムに参加し第三者に
移転しています。当社の太陽光発電装置はエナジーグ
リーン社様のホームページでも紹介されています。
エナジーグリーン社　http://www.energygreen.co.jp/
えねぱそ　http://www.ene-paso.net/

CTP 出力機

簡易校正機の色調管理

デジタル印刷機

えねぱそのページ
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水を大切に使いたい

CTP 版のクローズドループリサイクル

クローズドループリサイクルとは、品質の低下をほとん
ど伴わずに同じ製品にリサイクルすることです。
CTP版や PS 版は、メーカー各社で成分の違いがあるた
め、他社製のプレートが混ざると成分が変わってしまい
ます。このため富士フイルム様では、以前から自社内
ではクローズドループリサイクルを行っていましたが、
2011年まで印刷会社で使用済みの版は対象としていま
せんでした。
当社では、回収業者、アルミリサイクル会社の協力を得
て、いち早くこのシステムへの参加を決めました。この
リサイクルアルミで製造されたCTP 版は、新規の原料
で製造されたものと比較して、約 60％も CO2 排出量
を削減することができます。

日本は水資源に恵まれていますが、世界的に見ると水不
足が懸念されています。地球温暖化によりさらに水の不
足が進行しています。

CTP 現像液の循環
CTP の現像廃液をろ過して、分離した水分は再度現像
機にもどし現像液の希釈水として再利用をしています。

湿し水ろ過装置
できるだけ少ない水で印刷できるようにろ過装置を導入
しています。ろ過装置がないと、湿し水は通常一週間ほ
どで交換しなければなりません。当社では印刷機に湿し
水ろ過装置を接続し、不純物を除去して循環させ長く再
利用しています。これにより湿し水の交換を三ヶ月毎に
減らすことができました。

P12C00113

CTP 版溶解の様子

溶解されたアルミ

CTP 廃液の濾過装置

湿し水ろ過装置
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無駄な廃棄物を
作りたくありません
何らか の 要 因 で 出 荷 で き ず 廃 棄 さ れ る 印 刷 物 ほ ど 無 駄 な も の は あ り ま せ ん 。

品質管理
品質マニュアルを定め、品質管理システムを運用してい
ます。各工程でも規定文書を定め、責任権限の明確化、
検査体制、検査項目などをルール化し、不良の発生を抑
制しています。
御殿場工場では、小集団活動による活動をもとに、不具
合の分析、対策、共有も行っています。

品質 DB
何らかの原因で印刷物を再生産することになったもの
は、品質DBという当社独自開発のデータベースに詳細
が入力され、記録されていきます。過去の失敗を知識と
いう財産に変えています。

検査装置
印刷機にはインラインで
印刷物の検査ができる装
置を導入しています。目
視では発見しづらい不具
合を発見し、無駄な廃棄
物を抑制しています。

協力会社への訪問・立会い
当社より工程を委託する協力会社様へは、訪問して製造
の立会いをしたり、過去の失敗事例を説明して同じ失敗
をさせないよう配慮しています。

テレビ会議の利用
本社と各工場の間は、テレビ会議システムを利用しての
会議が可能です。
生産計画の打合せや、品質管理の会議などでは、本社と
御殿場工場間でテレビ会議を利用して打合せを行いま
す。言葉では伝わりづらい、形状や色調などを視覚で伝
えることができるため、以前よりも伝達ミスが少なくな
りました。

御殿場工場の小集団活動会議

品質 DB の画面

テレビ会議の風景

印刷機の検査装置
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梱包材も少なくしたい
製品の 出 荷 に 使 用 さ れ る 梱 包 材 。
開 梱 さ れ て す ぐ に 廃 棄 さ れ る の は 勿 体 な い と の 思 い か ら
い ろ い ろ 工 夫 を し て い ま す 。

通い箱の利用
当社が製造する印刷物の多くは、梱包に段ボールを使用
し、細心の注意をはらって出荷されます。不要になった
段ボール箱はお客様から返却してもらい、再度納品用に
使用しています。

段ボール箱の循環
繰り返し使用した通い箱は、古紙業者に引き取られ再度
段ボール箱の原紙にリサイクルされます。その原紙を使
用した段ボール箱を再度購入し、また通い箱として使用
し資源の循環を促進しています。

パレットのリサイクル
用紙購入時に使用されていたパレットについては回収業
者に返却しています。納入に使用し、納入先で不要になっ
た空きパレットは引き取り再利用しています。破損して
使用できなくなったパレットについては廃棄物業者に依
頼し紙にリサイクルされます。

騒音の抑制
本社及び御殿場工場で保有する印刷機は、騒音規制法の
特定施設に該当します。本社・御殿場・小山工場ともに、
防音設計になっているため、ほとんど外部に騒音がもれ
ないようになっています。印刷機の入れ替えなどがある
と、室外機が増えたりしますので、測定をして確認して
います。

フォークリフトの管理
発送場で使用するフォークリフトは、本社・御殿場・小
山工場ともに騒音・大気汚染に配慮し、電動式を採用し
ています。本社ではバックブザー音の音量も低下させる
ようにしています。

返却してもらった通い箱

パレット破砕の様子

ダンボールの製造工程

振
動
・
騒
音
を
抑
え
た
い

近 隣 の 方 々 に 迷 惑 が
か か ら な い よ う に 騒 音・振 動 対 策 を	
施 し て い ま す 。

電動フォークリフト
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廃棄物の管理

製版、 刷 版 、 印 刷 、 加 工 の 各 工 程 で
廃 液 を 出 し ま す が 、 全 て タ ン ク に た
め 処 理 を 依 頼 し て い ま す 。

廃液タンクを完備
本社・御殿場工場ともに、各工程から出る廃液は全て貯
蔵タンクに一時保管し、回収・処理を専門業者に委託し
ています。
御殿場工場にある廃液タンクは、工程廃液タンク（容量
10,000ℓ）、現像廃液タンク（容量１,000ℓ）、ガム液廃
液タンク（容量５,000ℓ）に分かれています。
廃液タンクは、事務所にいても容量の状況が把握できる
ようになっています。また、定期的に監視し亀裂等のな
いことを目視でも確認しています。

浄化槽
御殿場工場では、下水道が利用できないため、生活排水
は浄化槽を設けて浄化してから排水しています。浄化槽
は浄化槽法により定期点検、清掃が義務づけられており、
適切に管理しています。

刷版現像廃液のろ過
2010 年 3月から刷版現像廃液をろ過する装置を導入し
ました。この装置は廃液を約 8分の 1にろ過して濃縮し
てくれます。分離された水は現像液の希釈水として再利
用しています。

許可証期限確認
当社が委託している廃棄物処理業者に関して、廃棄物収
集・運搬、廃物物処理業の各種許可証を確認したうえで
取引きをしています。許可証の有効期限が切れたものは
最新版をもらうように管理しています。

廃棄物処理業者の実地確認
静岡県では、条例で産業廃棄物の排出者に対して年に1回、	

廃棄物処理委託業者に対し適正な
保管や処理の実地確認を行うこと
を義務化しています。
御殿場工場では担当者が
分担して各廃棄物処理業
者の実地確認を実施して
います。

御殿場工場の廃液タンク

小山工場廃液タンク

浄化槽の水質検査

2013年5月測定

水素イオン濃度 （pH） 

生物化学的酸素要求量 （BOD） 

浮遊物質量 （SS） 

化学的酸素要求量 （COD） 

n-ヘキサン抽出物質

6.6

12.4mg/リットル1

19mg/リットル

54.6mg/リットル

2mg/リットル未満

5.8～8.6

20mg/リットル以下

150mg/リットル以下

120mg/リットル以下

5mg/リットル以下

御殿場工場の排水の水質測定結果
項 目 測　定　値 基　準　値

廃棄物処理実地確認の様子
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安全に働ける
職場にしたい

化学物質の管理
従業員が安全に働ける職場作りのため、使用している溶
剤等に含有する化学物質で、「有機溶剤中毒予防規則（有
機則）」「特定化学物質障害予防規則」「がん属性指針対
象物質」「毒物及び劇物取締法該当物質」「PRTR 法」に
該当するものを調べ削減する活動を行っています。
印刷の工程では、2013 年 8 月に有機則第三種該当の
有機溶剤の使用がなくなり、現在は第一～三種に該当す
る溶剤を使用していません。
2014年 3月には、当社の協力会社約 70社様に対して、
有機溶剤の管理状況についてのアンケート調査も行いま
した。サプライチェーン全体としての化学物質管理の強
化をしていきたいと考えています。

作業環境測定
作業場では、設備により大きな騒音のもとで作業する工程
もあります。作業環境の改善を図るため、毎年騒音測定を
して状況を把握するとともに、必要な対策を講じています。

作業管理
作業場には、体に影響のある有機溶
剤を使用する作業を行なう場合に、
手袋、マスクなどの適切な保護具が
利用されるよう備えています。
また作業場ごとに有機溶剤作業主
任者を選任し作業管理、換気の確
認にあたっています。

安全衛生管理
御殿場工場において、「私の安全宣言」を掲示し、安全
意識向上を図っています。また毎月１回安全衛生委員会
を開いて、よりよい社内の環境作りを話しあっています。
小山工場では、衛生管理が重要であるため、作業場に入
る前の手洗い、ホコリ取り、着帽、靴カバーの装着など
徹底した管理を行っています。

健康診断
通常の１年に１回の健康診断の他、深夜業に従事する従
業員に対しては年２回の健康診断を行なって、健康管理
を行なっています。

MSDS の備え
有機溶剤を使用する作業者が常時MSDS を参照できる
ように現場に備えつけるとともに、有機溶剤を取扱う際
の注意事項を、作業場に大きく掲示し作業者の注意を喚
起しています。

安全衛生の掲示

小山工場の作業場入り口

作業場の有機溶剤等注意掲示

有機溶剤作業主任者の掲示

作業場の騒音測定管理区分表示
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工場全体をグリーン化

大切な情報を守りたい

ISO27001 の取得
当社の本社及び御殿場工場は、情報セキュリティマネジ
メントシステムの国際規格「ISO27001」の認証を取
得しています。規格の前身である「BS7799/ISMS」の
頃より認証を取得しており、2005年より現在に至るま
でシステムを維持し続けています。

情報セキュリティの取り組み
お客様からお預かりしている情報、組織内の情報、社員
の個人情報、全ての情報を守るため適切な対策を施して
います。施設への入退出管理、施錠管理、秘密保持契約、
クリアデスク、クリアスクリーン、防犯カメラ等により
情報をお守りしています。

グリーンプリンティング工場
日本印刷産業連合会が制定する「印刷サービスグリーン
基準」の資材項目以外の基準に適合していること、それ
がグリーンプリンティング工場の認定基準です。ISOと
は違い審査するのは印刷業のプロともいえる審査員です
ので、要求も専門的です。
当社では、御殿場工場・本社ともに認定を取得しています。

環境優良工場
日本印刷産業連合会の実施する、環境配慮に優良な取
り組みをしている工場を表彰する制度で、当社御殿場
工場は 2008 年度に経済産業省商務情報政策局長賞を、
2010年には最高の栄誉である経済産業大臣賞を受賞し
ました。

私 た ち は お 客 様 の 大 切 な 情 報 を
お 預 か り し て い る 立 場 で す 。
セ キ ュ リ テ ィ も 強 化 し て 万 全 の
体 制 を 敷 い て い ま す 。

製 品 だ け で は な く 、 全 て の 工 程 を グ リ ー ン 化 し た い 、
そ ん な 願 い か ら 社 会 全 体 を グ リ ー ン 化 し て い ま す 。

授与された賞状と盾

本社エントランスへの
認定証と盾の掲出

本社のカードロック器

ISO/IEC 27001
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音楽の楽しさを広げたい

27KINYOSHA 2014 CSR 報告書

音楽発見サイト「ミュージックシェルフ」
本サイトは、当社初の
発信型メディアとして
2006年 5月にスタート
した、音楽プロモーショ
ンサポート媒体です。“プ
レイリスト（オススメの

10曲）”という形式による、「リスナーが新しい音楽を
発見する」ためのポータルサイトです。現在は株式会
社金羊社クリエイティブワークスが運営しています。

「ミュージックシェルフ」の本
「ミュージックシェルフ」に掲載されているプレイリス
トが「5000	SONGS ～プレイリス
トで楽しむ私的名曲セレクション」
として、ヤマハミュージックメディ
ア社様より発売されています。

音楽ジャケットの良さを伝えたい
ミュー ジ ッ ク ジ ャ ケ ッ ト ギ ャ ラ リ ー は 、 本 社 の 常 設 展 の 他 、
年 に 一 回 外 部 の イ ベ ン ト ス ペ ー ス で も 開 催 し て い ま す 。

Music Jacket Gallery 2013
音楽パッケージ商品にかかわるメーカー（レコード会
社）、流通（CD	ショップ）、ベンダー（印刷・プレス会
社）等の関係企業が連携し開催する「音楽パッケージメ
ディアの大展覧会＝Music	Jacket	Gallery」。7回目を
迎えた 2013年は、昭和 45年から現在まで、日本の女
性アイドルの変遷を、シングル盤ジャケット 500 枚以
上を展示して、東京・新宿髙島屋にて（7月 18～ 28日）
開催しました。また同会場にて、中川翔子さんと元おニャ
ン子クラブメンバーらをお迎えして、アイドルにまつわ
るトークイベントも行ない大盛況となりました。10日
間の来場者数は、約 10,000 名でした。

【主催】MJG2013 実行委員会
【後援】経済産業省／一般社団法人 日本レコード協会
※ MJG 公式サイト：http://www.epa-mjg.com/
※ MJG 常設展 公式サイト　http://www.kinyosha.co.jp/mjg/

エンターテインメントパッケージアワード (epa)
次代を担う新しい才能の発掘と育成を目的として主催す
る「エンタテインメントパッケージアワード（通称 epa
＝エパ）」。2013 年は益々隆盛を極めている次世代アイ
ドルシーンにスポットを当てて、「Girls	Pop’n	Party	
~IDOL	PALADE	NEO~」のテーマタイトルでデザインを
募集しました。今回は 1,215 作品の応募の中から、大賞
に青野由菜さん（町田・デザイン専門学校）が選ばれた
他、上位入賞者 8名が全て女性とい
う結果となりました。なお、大賞受
賞作品は 6月 11日発売のネクスト・
アイドル・コンピCD（発売：ビクター
エンタテインメント様）の正規ジャ
ケットとして採用されました。

MJG2013 新宿会場の風景

青野由菜さん
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コミュニケーションの促進

ステークホルダーとのコミュニケーション
お客さま、従業員、株主、提携先、購買先、地域社会、
行政といったすべてのステークホルダーとの良好な関係
が重要だと考えています。
さまざまなコミュニケーションの機会を設け、良好な関
係作りを心がけています。　
	
株主総会
毎年 6月に本社にて株主総会を開催しています。当社
の株主には既に当社を定年退職された方も多くいらっ
しゃり、株主総会には懐かしい顔ぶれもそろいます。
	
業績報告会
毎年七夕の時期に、当社の協力会社様に対して、当社の
業績や重要課題を説明す
る機会を設けています。
報告会の後は、懇親会を
開催し協力会社様同士の
親交なども深めていただ
けるよう努めています。

行動指針発表会
毎年 4月に全社員が集合し、新年度の会社の行動指針
を発表する場を設けています。発表会の後には、懇親会
を設けて普段話す機会のない社員同士が話をできる場を
設けています。懇親会では、おいしい料理の他、プロの
アーティストによる歌や演奏を披露してもらうなど楽し
いひとときを過ごしています。
	

品質会議
当社の工程委託先様に対して、当社の社員が訪問した
り、当社に来ていただいて、発生している品質に関する
懸念事項の説明をする機会を設けています。
	
工場見学
本社、御殿場工場ともに毎年多数の工場見学を受け入れ
ています。本社は、以前大田区の小学校の社会科副読本
で紹介されていたこともあり、小学校からの工場見学申
し込みもあります。
	
VOICE の発行
社内報として「VOICE」を発行して、社員同士のコミュ
ニケーションの活性化を支援しています。毎月発行の
MINI	VOICE と年に一回のVOICE で、社員の活動や特
技などいろいろなことを紹介しています。
	
デジタルサイネージの設置
本社、御殿場工場、小山工場にデジタルサイネージを設
置し、全ての場所に同じ情報が流れるようにしています。
流す情報は、社内のイベント紹介、当社で製造した製品
の紹介や、CDランキングまで多彩な情報を流しています。

行動指針発表会

執務フロアに設置したデジタルサイネージ懇親会で演奏していただいたナナカラット

PLATINUM「End of the story 〜悲しい結末〜」好評発売中！

PLATINUM
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印刷のいろはフェスタ

印刷のいろはフェスタ
毎年恒例となりましたイベント「印刷のいろはフェス
タ」を 2014 年 2 月 21 日（金）～ 22 日（土）に開
催しました。今年はタイトルを「印刷のいろは展」か
ら「印刷のいろはフェスタ」に変更し、新たに「お祭り」
のような楽しいイメージを持たせました。外部のお客
様はもちろんですが、今年は特に社員のご家族にも楽
しんで頂きたいということも考え、ご案内をした結果、

多くの社員が家族を連れて遊びにきてくれました。2
日間で約 2,000 名にもおよぶお客様にご来場頂き、印
刷・加工体験はもちろんのこと、「色あわせゲーム」や
「紙積み体験」など、普段では決して体験できないよう
なイベントにもご満足頂けたことと思います。今回の
経験や課題を活かし、次回の「印刷のいろはフェスタ」
に繋げていきたいと考えています。

エフエム御殿場開局
当社も 出 資 し て い る 新 た な Ｆ Ｍ ラ ジ オ 局 が
御 殿 場 市 に 開 局 し ま し た 。

御殿場市は、富士山に代表される大自然の恵みと共に、
長年育まれてきた文化と豊かな観光資源に溢れています。
そんな街のあらゆる情報を一つにつなぐメディアとして、
「富士山GOGOエフエム」は「新たなコミュニケ－ショ
ン・ネットワ－クによる魅力的で安心のある街作り」を
モットーに、平成 26年 3月 21 日に御殿場市初となる
コミュニティＦＭとして開局しました。
コミュニティラジオは各公共機関、企業、各種団体から
個別に発信されているあらゆる情報を住民、観光客に向
けて、リアルタイムに発信しています。伝えたいのに伝
わらない、大切な情報を共有できないといった問題を解
決し、緊急時、災害時においてさらにその力を発揮します。
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トキの野生
復帰を応援
しています
当社は2007年より里地ネットワーク様、ソニー・ミュー
ジックコミュニケーションズ様、ＪＴＢ関東様とともに
「トキの野生復帰支援プロジェクト」の法人サポーターと
して活動し、2010 年まで毎年２回トキの餌場となるビ
オトープ作りを続けてきました。

ビオトープ作りには、社員の家族も参加して、親子で自
然とのふれあいを体験するよい機会にもなっていました。
2008年 9月からは無事にトキの放鳥が開始され、2012
年 5 月には待望の自然環境でのヒナの誕生が確認され、
以後順調にその数を増やしています。

クリーンデー
鵜の木本社では、会社から最寄りの駅までを清掃する活
動「クリーンデー」を毎月実施しています。清掃中に「ご
くろうさま」と声をかけてくれる方もいらっしゃって、
とてもありがたく感じます。
また、「雪谷法人会」が行っているボランティア活動の「多
摩川河川敷の清掃活動」にも毎年参加しています。
御殿場工場では、市内美化の清掃活動にも参加して地域
の美化を行なっています。

富士山の清掃活動
毎年８月に、御殿場市において「富士山をいつま
でも美しくする会」主催の富士山の一斉清掃活動
が行われており、当社からも毎年有志が参加して
います。そのかいあって、2013年 6月 22日に、
富士山は世界文化遺産に登録されました。 キャップによりワクチン寄付

当社は、2009年 3月より飲料用ペットボトルのキャッ
プだけを回収して、リサイクルしその代金で世界の子
供にワクチンを送るNPO法人 Re ライフスタイルに
キャップを寄付しています。

アースアクセス募金
難民救済を目的とする民間団体「日米アースアクセス
委員会」を通じUNHCR（国連難民高等弁務官事務所）
に寄付をしています。社内に募金箱を設置し、毎年微
力ながら募金を継続しています。

巣
立
っ
た
ト
キ
の
幼
鳥

（
提
供
：
環
境
省
）

地域をキレイにしたい

多摩川河川敷の清掃 御殿場市内美化活動

クリーンデー

いろいろな
人のために

富士山清掃の様子

ペットボトル
キャップの分別
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いきいきと働ける職場作り

次世代育成支援行動計画
次世代育成支援対策推進
法により、一般事業主行
動計画を定めています。
計画項目として「子ども
が生まれる際の父親の休
暇の取得の推進」「子ども
を育てる労働者が利用できる措置の実施　―　三歳以上
の子を養育する労働者に対する短時間勤務制度」「労働者
が子どもの看護のための休暇について、時間単位で取得
できる等より利用しやすい制度」の 3つをあげて取り組
んでいます。
計画内容については厚生労働省のサイト「両立支援のひ
ろば」にも掲載されています。
http://www.ryouritsu.jp/hiroba/index.php

再雇用制度
当社でも従業員の平均年齢は上がってきており、高年齢
者の活用は今後の課題となっています。高年齢者雇用安
定法の改正を受け、定年の 60歳以降も最大 65歳まで再
雇用を行う仕組みにしています。

事業内訓練校
従業員の教育体制の整備を進めており、御殿場工場では事
業内訓練校の認定を受けました。	事業内訓練校とは、従
業員にその業務に必要な知識や技能を身につけさせること
を目的として、法で定める訓練基準により行う事業内職業
訓練を、知事が認定職業訓練校として認定するものです。

印刷技能検定の実施
印刷工程では印刷技能検定取得者を増やすべく取り組ん
でいます。平成 25年は 7月 7日に「印刷技能検定」が
御殿場工場で開催されました。
朝 9時から午後 4時まで 2台の印刷機を使っての技能検
定で、8名が受験しました。
平成 25年度終了時点で資格取得者は一級 5名、二級 14
名となりました。

資格取得の支援
個人の力量アップが会社の力量アップにつながること
から、資格取得の推進をしています。技能検定の他に、
DTP エキスパートやクロスメディアエキスパートの取得
も、専門講師を招いての勉強会を開催するなどして、取
得の推進をしています。
また資格取得推進委員会を設け、多様な資格の検討や支
援方法を話しあっています。

ビジネスモデル提案制度
自由な発想で新規ビジネスを考える機会作りのために、
2013 年よりビジネスモデル提案制度を開始しました。
全従業員が自由に考えた案を出しあい、良いアイディア
には制度委員会も補助して、企画書作りから実行の補助
までしています。

ラジオ体操
毎朝始業前に、本社と御殿場工場でラジオ体操第一を館
内放送で流しています。始業前の体操で、すっきりさわ
やかな頭脳と体で仕事に望むことができます。やってみ
ると案外体が硬くなっていることに気づきます。

技能検定の様子
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緊急事態に備えてます

※本社・御殿場工場の合算データです。　※エネルギー使用量に自動車のガソリンは含んでいません。

■本社・御殿場工場の各使用量を合算したデータを掲載します。

用水使用量 電気使用量 ガソリン使用量 エネルギー使用量 副産物・廃棄物の排出量 CO2排出量

9,6682013

20

20

09 12,315

6,246

6,659

15,263

20,217

1,593

1,719

2,138,164

2,008,594

3,389

2,951

10 9,827 5,816 21,062 1,487 1,961,000 2,355

2011 9,924 5,653 19,349 1,449 2,011,250 2,255

2012 12,120 6,160 15,696 1,565 2,109,155 2,954

年　度 (m3) (千kwh) (リットル) 原油換算（キロリットル） (kg) (t-CO2)

AED の設置
本社のエントランスと御殿場工場事務所にAED（自動体
外式除細動器）を設置しています。
非常時には近隣の方にもお貸しできるように、外から見
える位置に設置しています。
	
防災訓練
毎年防災訓練を実施しています。この日は自衛消防隊が
中心となり、震災時の身体保護、出火を想定した消火訓練、
避難集合場所までのスムースな移動、AEDを使用した救
助訓練、設備の問題点などを確認し、手順の見直しを図っ
ています。2014 年の訓練では携帯のメールによる外出
者の安否確認訓練も盛り込みました。
	
各部署の緊急事態対応
防災訓練にあわせて、各部署で所有している設備で、緊
急事態の発生が予測されるものに関して、各部署単位で
緊急事態に対する訓練を行っています。
	
BCP の策定
大地震などのリスクに対応するために BCP（事業継続計
画）の策定をしています。まずは地震編の作成が完了し
た段階ですが、作成していく中で課題もいろいろ見つか
り、順次体制や設備の整備を進めています。また他社と
の連携強化なども今後の課題として検討しています。

本社防災訓練
御殿場防災訓練

タンクからの漏洩を想定した訓練

現像機からの漏洩を想定した訓練



環境関連の歴史

当報告書についてのご意見・ご感想をお聞かせください
当社ホームページ上に CSR 報告書についてのアンケート用紙が掲示してあります。ダウンロードしてご記入の上メール又は FAX にてお送りくだ
さい。今後の CSR 報告書を含めた環境活動の改善のために活用させていただきます。このアンケートにより収集したお客様の情報は本利用目的
以外には事前にお客様に同意をいただいた場合を除き、利用致しません。
個人を識別、特定できない形態に加工した統計データにつきましては、第三者に提供または一般に公開させていただく場合がございます。

当社ホームページアドレス：http://www.kinyosha.co.jp/　メール送付先 ： quality@kinyosha.co.jp 　FAX. 送付先 ： 03-3750-2284　担当部署：総務部

1926 9 月 現在の東京都港区桜川町で創業

1941 11 月 資本金 19万円で株式会社金羊社に改組

1959 9 月 本社を東京都大田区鵜の木二丁目 8番 4号へ移転

1972 12 月 御殿場工場を新設

2000 8 月 第一回エンタテインメント･パッケージアワード
  公募開始

 9 月 オリジナルパッケージ
  POPMANBOO、DVDARTS 販売開始

2001 10 月 本社に環境委員会を設置

 7 月 印刷OEM研究会を開始

2002 3 月 リコーグループ環境マネジメントシステム登録取得

 7 月 スーツ着用時のノーネクタイ化開始

2003 1 月 ISO14001 認証を本社サイトで取得

 3 月 本社にゴミ圧縮減容機導入

 5 月 本社にCTP1台導入

 7 月 本社にて周辺地域清掃活動のクリーンデー開始
  環境報告書発行開始

 9 月 御殿場工場新工場操業開始

 10 月 雪谷法人会主催の多摩川河川敷清掃活動に
  参加開始（以後毎年参加）

2004 1 月 ISO14001 認証を御殿場サイトにも拡大取得

 9 月 OEM研究会がNPO法人となる

 10 月 御殿場工場にてCTP運用開始

2005 2 月 本社にて BS7799/ISMS 認証を取得

 3 月 FSCⓇ COC認証を取得

 4 月 御殿場工場にて湿し水ろ過装置導入

2006 5 月 音楽発見サイト「MUSIC SHELF」オープン

 9 月 御殿場工場が日印産連グリーンプリンティング
  認定工場となる（本社は 2009年 9月に認定取得）

 12 月 本社建替えのため一時的に川崎市高津区に移転

2007 5 月 御殿場工場敷地内にケナフを植栽開始（以後毎年植栽）

 6 月 トキのビオトープ作り佐渡島ツアー開始

2008 1 月 御殿場工場に太陽光発電装置（10kw）設置

 4 月 ISO12647-2(Fogra) 認証を取得

 5 月 本社新社屋操業開始、
  同時に太陽光発電装置（10kw）設置

 7 月 御殿場工場に太陽光発電装置（10kw）追加設置

 9 月 御殿場工場が日印産連主催の印刷産業環境優良工場
  表彰制度の経済産業省商務情報政策局長賞を受賞

 12 月 ISO12647-2(Fogra) 認証をプリプレス部門でも取得

2009 6 月 NPO法人
  「クリーン・プリント」の第一号法人会員となる

 8 月 御殿場工場にて電力削減を目的とした
  エコエコプロジェクト実施
  富士山の一斉清掃活動に参加開始。（以後毎年参加）

 10 月 SMBC環境配慮評価私募債の評価において
  良好な環境配慮を行なっているとの高評価を得た

 11 月 多摩川アートラインプロジェクトの実行委員会が
  メセナアワードにおいて地域ネットワーク賞を受賞

2010 １月 太陽光発電装置から得られる環境価値を
  エナジーグリーン株式会社と契約し
  グリーン電力証書化を開始

 3 月 御殿場工場にCTP現像廃液を
  8 分の 1にろ過する装置を導入

  Japan Color 認証制度標準印刷認証 取得

 9 月 御殿場工場が日印産連主催の
  印刷産業環境優良工場表彰制度の
  経済産業大臣賞を受賞

 10 月 本社でも電力削減を目的とした
  エコエコプロジェクトを実施

 12 月 MJG常設展チラシをカーボンフットプリント
  認定製品とした。定期発行のチラシにCFPマークを
  掲載（2012年 12月まで）

  MUSICSHELF に掲載のプレイリスト 500件が
  ヤマハミュージックメディア様より本として発売

2011 12 月 CTP 版を富士フィルム様の
  クローズドループリサイクルシステムにより
  リサイクル開始

  Japan Color 認証制度マッチング認証を取得

2012 5 月 御御殿場工場でCTP現像廃液ろ過水の循環利用開始

  本社にデジタル印刷機 Indigo と関連加工設備を導入

 7 月 株式会社金羊社クリエイティブワークスを
  新会社として設立

2013 1 月 トーホー加工様の小山工場の隣接に当社小山工場を
  オープン

 6 月 全印工連CSR 認定制度のワンスター認定取得

 7 月 日本規格協会様より ISO14001 永年登録表彰を受賞

 7 月 株式会社廣済堂様と資本業務提携

 8 月 御殿場工場の印刷機が全てUV方式となる

2014 4 月 株式会社金羊社クリエイティブワークスが
  恵比寿に移転



P12C00113

こ の 印 刷 物 は、CSR
に取り組む印刷会社が
製作した印刷物です。

・揮発性有機化合物（VCO）を発生しない UV 硬化型インキを使用して印刷しています。
・この冊子はユニバーサルデザインに配慮して作成しています。


